
各選挙区の状況 

（福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県） 

資料 



 

 

４０ 福 岡 県 
 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （11,682、0.2%） 5,066,141 5,054,459 

議員定数 11 11 

（アダムズ方式の結果） （±0）  11  

議員一人当たり人口 460,558 459,496 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.677 （対鳥取県 285,029）1.612 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

福 岡 １区 557,451 522,807 2.033 1.844 1.870 1.692 最大 ＋6.6% 

福 岡 ２区 546,931 525,775 1.995 1.855 1.835 1.701 福岡市南区・城南区分割 ＋4.0% 

福 岡 ３区 541,931 532,398 1.977 1.878 1.818 1.723 福岡市城南区分割 ＋1.8% 

福 岡 ４区 452,611 436,339 1.651 1.539 1.518 1.412   ＋3.7% 

福 岡 ５区 547,704 545,054 1.998 1.923 1.837 1.764 福岡市南区分割 ＋0.5% 

福 岡 ６区 447,772 453,255 1.633 1.599 1.502 1.467   ▲1.2% 

福 岡 ７区 338,694 354,903 1.235 1.252 1.136 1.148   ▲4.6% 

福 岡 ８区 407,502 423,005 1.486 1.492 1.367 1.369   ▲3.7% 

福 岡 ９区 447,326 462,518 1.632 1.631 1.501 1.497   ▲3.3% 

福 岡 10区 480,129 489,380 1.751 1.726 1.611 1.584   ▲1.9% 

福 岡 11区 298,090 309,025 1.087 1.090 1.000 1.000 最小 ▲3.5% 

計 5,066,141 5,054,459        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 

  

１ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

 

 ２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・久留米広域連携中枢都市圏 

【久留米市、大川市、小郡市、うきは市、大刀洗町、大木町】 

・北九州都市圏域 

【北九州市、直方市、行橋市、豊前市、中間市、宮若市、遠賀郡（芦屋町、水巻町、

岡垣町、遠賀町）、鞍手郡（小竹町、鞍手町）、香春町、京都郡（苅田町、みやこ町）、 

上毛町、築上町】 

1



 

 

・有明圏域定住自立圏 

【大牟田市、みやま市、柳川市、（熊本県）荒尾市・南関町・長洲町】 

・嘉飯圏域定住自立圏 

【飯塚市、嘉麻市、桂川町】 

・田川広域定住自立圏 

【田川市、田川郡（香春町、添田町、糸田町、川崎町、大任町、赤村、福智町）】 

・九州周防灘地域定住自立圏 

【豊前市、築上郡（吉富町、上毛町、築上町）、（大分県）中津市・豊後高田市・宇佐市】 

（以下参考） 

・八女市による合併一市圏域の定住自立圏あり。 

 

 

Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

 １ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  福岡市南区（２区・５区）、同市城南区（２区・３区） 

 

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割   

福岡市南区選挙区（２区・５区）、福岡市城南区選挙区（２区・３区） 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

具体の区割りに関する意見なし 

 

(2) 平成 14年区割り改定時  （改定なし） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時  （改定対象外） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

市区町村の区域の一部を他の選挙区に移すことについては、市区町村内で国

政に対する地域の代表を選ぶ区域が分断され、市区町村の一体感が損なわれた

り、当該区域の声が国政に届きにくくなるなどの問題が考えられ、本来は望ま

しくないものであると考える。 

本県第２区に係る改定については、このような事態が３以上の選挙区におい

て発生するため、できるだけ影響の少ないやり方で行われるよう要望する。 

＜採否＞ 

採択 

2



 

 

＜改定内容＞ 

２区の人口調整 

（福岡市南区の一部：２区→５区、福岡市城南区の一部：２区→３区） 
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岡
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岡
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岡
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岡
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築
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岡
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築
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岡
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市
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市
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美
町

、
篠

栗
町

、
志

免
町

、
須

恵
町

、
新

宮
町

、
久

山
町

、
粕

屋
町

、
桂

川
町

、
筑

前
町

、
東

峰
村

、
大

刀
洗

町
、
大

木
町

、
広

川
町

、
香

春
町

、
添

田
町

、
糸

田
町

、
川

崎
町

、
大

任
町

、
赤

村
、
福

智
町

、
苅

田
町

、
み

や
こ
町

、
吉

富
町

、
上

毛
町

、
築

上
町

ほ
か

福
岡
県

自
治

会
館

管
理
組

合
県

内
全

町
村

糟
屋

郡
自

治
会

館
組

合
宇

美
町

、
篠

栗
町

、
志

免
町

、
須

恵
町

、
新

宮
町

、
久

山
町

、
粕

屋
町

、
古

賀
市

筑
紫

自
治

振
興

組
合

筑
紫

野
市

、
春

日
市

、
大

野
城

市
、
太

宰
府

市
、
那

珂
川

市

糟
屋

郡
篠

栗
町

外
一

市
五

町
財

産
組

合
宇

美
町

、
篠

栗
町

、
志

免
町

、
須

恵
町

、
久

山
町

、
粕

屋
町

、
福

岡
市

豊
前

市
外

二
町

財
産

組
合

豊
前

市
、
吉

富
町

、
上

毛
町

八
女

地
区

消
防

組
合

八
女

市
、
広

川
町

中
間

市
行

橋
市

競
艇

組
合

中
間

市
、
行

橋
市

筑
紫

野
太

宰
府

消
防

組
合

筑
紫

野
市

、
太

宰
府

市

飯
塚

地
区

消
防

組
合

飯
塚

市
、
嘉

麻
市

、
桂

川
町

春
日

・
大

野
城

・
那

珂
川

消
防

組
合

春
日

市
、
大

野
城

市
、
那

珂
川

市

福
岡

県
田

川
地

区
消

防
組

合
田

川
市

、
香

春
町

、
添

田
町

、
川

崎
町

、
糸

田
町

、
大

任
町

、
福

智
町

、
赤

村

5



組
合

の
名

称
構

成
団

体

北
筑

昇
華

苑
組

合
志

免
町

、
宇

美
町

、
久

山
町

、
須

恵
町

、
粕

屋
町

、
篠

栗
町

、
古

賀
市

、
新

宮
町

、
福

津
市

、
福

岡
市

久
留

米
広

域
市

町
村

圏
事

務
組

合
久

留
米

市
、
大

川
市

、
小

郡
市

、
う
き
は

市
、
大

刀
洗

町
、
大

木
町

京
築

広
域

市
町

村
圏

事
務

組
合

行
橋

市
、
豊

前
市

、
苅

田
町

、
み

や
こ
町

、
吉

富
町

、
上

毛
町

、
築

上
町

宮
若

市
外

二
町

じ
ん
芥

処
理

施
設

組
合

宮
若

市
、
鞍

手
町

、
小

竹
町

八
女

西
部

広
域

事
務

組
合

八
女

市
、
筑

後
市

、
広

川
町

、
大

川
市

、
大

木
町

築
上

郡
自

治
会

館
等

資
産

管
理

組
合

吉
富

町
、
上

毛
町

、
築

上
町

山
神

水
道

企
業

団
筑

紫
野

市
、
太

宰
府

市
ほ

か

福
岡

県
南

広
域

水
道

企
業

団
久

留
米

市
、
大

川
市

、
筑

後
市

、
柳

川
市

、
大

牟
田

市
、
八

女
市

、
朝

倉
市

、
み

や
ま
市

、
大

木
町

、
広

川
町

、
筑

前
町

ほ
か

直
方

・
鞍

手
広

域
市

町
村

圏
事

務
組

合
直

方
市

、
宮

若
市

、
小

竹
町

、
鞍

手
町

甘
木

・
朝

倉
広

域
市

町
村

圏
事

務
組

合
朝

倉
市

、
東

峰
村

、
筑

前
町

田
川

郡
東

部
環

境
衛

生
施

設
組

合
香

春
町

、
添

田
町

、
川

崎
町

、
大

任
町

、
赤

村
、
田

川
市

、
糸

田
町

、
福

智
町

粕
屋

南
部

消
防

組
合

志
免

町
、
宇

美
町

、
須

恵
町

、
粕

屋
町

、
篠

栗
町

、
久

山
町

ふ
く
お
か
県
央
環
境
施
設
組
合

嘉
麻
市
、
飯
塚
市
、
小
竹
町

福
岡

地
区

水
道

企
業

団
福

岡
市

、
大

野
城

市
、
筑

紫
野

市
、
太

宰
府

市
、
古

賀
市

、
糸

島
市

、
宇

美
町

、
志

免
町

、
須

恵
町

、
粕

屋
町

、
篠

栗
町

、
久

山
町

、
新

宮
町

ほ
か

田
川

地
区

斎
場

組
合

香
春

町
、
添

田
町

、
糸

田
町

、
川

崎
町

、
大

任
町

、
赤

村
、
福

智
町

、
田

川
市

宗
像

地
区

事
務

組
合

宗
像

市
、
福

津
市

三
井

水
道

企
業

団
小

郡
市

、
久

留
米

市
、
大

刀
洗

町

豊
前

市
外

二
町

清
掃

施
設

組
合

豊
前

市
、
吉

富
町

、
上

毛
町

春
日

那
珂

川
水

道
企

業
団

春
日

市
、
那

珂
川

市

行
橋
市
・
み
や
こ
町
清
掃
施
設
組
合

行
橋
市
、
み
や
こ
町

大
野

城
太

宰
府

環
境

施
設

組
合

大
野

城
市

、
太

宰
府

市

甘
木

・
朝

倉
・
三

井
環

境
施

設
組

合
朝

倉
市

、
東

峰
村

、
筑

前
町

、
大

刀
洗

町
、
久

留
米

市

粕
屋

北
部

消
防

組
合

古
賀

市
、
新

宮
町

有
明

生
活

環
境

施
設

組
合

柳
川

市
、
み

や
ま
市

須
恵

町
外

ニ
ケ
町

清
掃

施
設

組
合

須
恵

町
、
粕

屋
町

、
篠

栗
町

遠
賀

・
中

間
地

域
広

域
行

政
事

務
組

合
中

間
市

、
水

巻
町

、
芦

屋
町

、
岡

垣
町

、
遠

賀
町

筑
紫

野
・
小

郡
・
基

山
清

掃
施

設
組

合
筑

紫
野

市
、
小

郡
市

、
基

山
町

（
佐

賀
県

）

福
岡
県

自
治

振
興

組
合

県
内

全
市

町
村

春
日

大
野

城
衛

生
施

設
組

合
春

日
市

、
大

野
城

市

田
川

地
区

清
掃

施
設

組
合

田
川

市
、
川

崎
町

大
牟

田
・
荒

尾
清

掃
施

設
組

合
大

牟
田

市
、
荒

尾
市

（
熊

本
県

）

筑
慈

苑
施

設
組

合
筑

紫
野

市
、
春

日
市

、
大

野
城

市
、
太

宰
府

市
、
筑

前
町

八
女

中
部

衛
生

施
設

事
務

組
合

八
女

市
、
広

川
町

田
川

地
区

水
道

企
業

団
田

川
市

、
川

崎
町

、
糸

田
町

、
福

智
町

京
築

地
区

水
道

企
業

団
行

橋
市

、
豊

前
市

、
苅

田
町

、
み

や
こ
町

、
吉

富
町

、
上

毛
町

、
築

上
町

福
岡
都

市
圏

広
域

行
政
事

業
組

合
福

岡
市

、
筑

紫
野

市
、
春

日
市

、
大

野
城

市
、
太

宰
府

市
、
那

珂
川

市
、
古

賀
市

、
宇

美
町

、
篠

栗
町

、
志

免
町

、
須

恵
町

、
新

宮
町

、
久

山
町

、
粕

屋
町

、
宗

像
市

、
福

津
市

、
糸

島
市

宇
美

町
・
志

免
町

衛
生

施
設

組
合

宇
美

町
、
志

免
町

福
岡

都
市

圏
南

部
環

境
事

業
組

合
福

岡
市

、
春

日
市

、
大

野
城

市
、
太

宰
府

市
、
那

珂
川

市
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組
合

の
名

称
構

成
団

体

下
田

川
清

掃
施

設
組

合
糸

田
町

、
福

智
町

広
域

連
合

名
構

成
団

体

福
岡
県

介
護

保
険

広
域
連

合
田

川
市

、
柳

川
市

、
豊

前
市

、
う
き
は

市
、
宮

若
市

、
宇

美
町

、
篠

栗
町

、
志

免
町

、
須

惠
町

、
新

宮
町

、
久

山
町

、
芦

屋
町

、
水

巻
町

、
岡

垣
町

、
遠

賀
町

、
小

竹
町

、
鞍

手
町

、
桂

川
町

、
筑

前
町

、
東

峰
村

、
大

刀
洗

町
、
大

木
町

、
広

川
町

、
香

春
町

、
添

田
町

、
糸

田
町

、
川

崎
町

、
大

任
町

、
赤

村
、
福

智
町

、
吉

富
町

、
上

毛
町

、
築

上
町

福
岡
県

後
期

高
齢

者
医
療

広
域

連
合

県
内

全
市

町
村
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４１ 佐 賀 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-23,724、-2.9%） 805,230 828,954 

議員定数 2 2 

（アダムズ方式の結果） （±0）  2  

議員一人当たり人口 402,615 414,477 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.466 （対鳥取県 285,029）1.454 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

佐 賀 １区 403,202 407,420 1.471 1.437 1.003 1.000 最大 ▲1.0% 

佐 賀 ２区 402,028 421,534 1.466 1.487 1.000 1.035 最小 ▲4.6% 

計 805,230 828,954        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 22年国調による区割り（平成25年法改正）以降の廃置分合等の状況 
 

 １ 廃置分合等の状況  なし 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・伊万里・有田地区定住自立圏 

【伊万里市、有田町】 

・西九州させぼ広域都市圏 

【伊万里市、有田町、（長崎県）佐世保市・平戸市・松浦市・西海市・東彼杵郡

（東彼杵町、川棚町、波佐見町）・北松浦郡（小値賀町、佐々町）・新上五島町】 

（以下参考） 

・唐津市による合併一市圏域の定住自立圏あり。 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

 １ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  なし 

 

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割  なし 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

（略）第８次選挙制度審議会の答申を基準に決定されるとすれば、特に、次

の点について特段の御配慮をお願いいたします。 

まず、（略）杵藤地区広域市町村圏に属する市町村のうち武雄市及び山内町

は３区に、鹿島市、藤津郡及び杵島郡（除、山内町）は２区に分割されている

ことの是正 

次に、（略）佐賀市は１区に、佐賀郡は２区に分割されていることの是正 

＜採否＞ 

 不採択 

 

(2) 平成 14年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

・仮に見直しを行うとすれば、第１区の市町村を第２区又は第３区に編入する

ことになりますが、この場合、郡を分割する選択しかできません。 

・しかも、第２区は、地勢的制約から、交通条件的には最大都市佐賀市で分断

された区割りとならざるを得ず、選挙運動が極めて非効率的となります。 

・また、神埼郡及び杵島郡又は藤津郡の分割は、どのような行政官庁の管轄割

りにもありません。従って、衆議院議員選挙区画定審議会設置法第３条の「行

政区画、地勢、交通等の事情を総合的に考慮して合理的に行わなければなら

ない。」という方針に反することになりますので、現行の区割りの維持をお

願いします。 

＜採否＞ 

 不採択 

＜改定内容＞ 

２区及び３区の人口調整 

多久市：２区→３区 

神埼郡の一部（千代田町以外の区域）：１区→２区 
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 (3) 平成 25年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

人口の均衡を重視し、下記のとおりの区割りとしていただきたい。 

 

記 

 

第１区 佐賀市、鳥栖市、神埼市、神埼郡及び三養基郡 

第２区 唐津市、多久市、伊万里市、武雄市、鹿島市、小城市、嬉野市、 

東松浦郡、西松浦郡、杵島郡及び藤津郡 

＜採否＞ 

採択 

＜改定内容＞ 

定数１減（３→２） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 
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佐
賀

県
　
一

部
事

務
組

合
（
H
3
0
.7
.1
現

在
）
及

び
広

域
連

合
（
R
3
.4
.1
現

在
）

組
合

の
名

称
構

成
団

体

西
佐

賀
水

道
企

業
団

佐
賀

市
、
小

城
市

、
白

石
町

天
山

地
区

共
同

衛
生

処
理

場
組

合
佐

賀
市

、
多

久
市

、
小

城
市

杵
東

地
区

衛
生

処
理

場
組

合
武

雄
市

、
大

町
町

、
江

北
町

、
白

石
町

鹿
島

・
藤

津
地

区
衛

生
施

設
組

合
鹿

島
市

、
嬉

野
市

、
太

良
町

佐
賀

県
競

馬
組

合
佐

賀
県

、
鳥

栖
市

有
田

磁
石

場
組

合
伊

万
里

市
、
有

田
町

杵
藤

地
区

広
域

市
町

村
圏

組
合

武
雄

市
、
鹿

島
市

、
嬉

野
市

、
大

町
町

、
江

北
町

、
白

石
町

、
太

良
町

鳥
栖

・
三

養
基

地
区

消
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４２ 長 崎 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-66,805、-4.9%）1,302,713 1,369,518 

議員定数 4 4 

（アダムズ方式の結果） （-1）  3  

議員一人当たり人口 325,678 342,380 

（アダムズ方式の結果に基づく） (434,238)  

都道府県間格差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.186 （対鳥取県 285,029）1.201 

（アダムズ方式の結果に基づく） ((対鳥取県 274,640）1.581)  

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

長 崎 １区 390,792 410,292 1.425 1.447 1.415 1.422 最大、長崎市分割 ▲4.8% 

長 崎 ２区 342,919 360,550 1.251 1.272 1.242 1.249 長崎市分割 ▲4.9% 

長 崎 ３区 276,205 288,572 1.007 1.018 1.000 1.000 最小、佐世保市分割 ▲4.3% 

長 崎 ４区 292,797 310,104 1.068 1.094 1.060 1.075 佐世保市分割 ▲5.6% 

計 1,302,713 1,369,518        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 
 

 １ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

 

 ２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・長崎広域連携中枢都市圏 

【長崎市、西彼杵郡（長与町、時津町)】 

・西九州させぼ広域都市圏 

【佐世保市、平戸市、松浦市、西海市、東彼杵郡（東彼杵町、川棚町、波佐見町）、 

北松浦郡（小値賀町、佐々町）、新上五島町、（佐賀県）伊万里市・有田町】 

（以下参考） 

・五島市による合併一市圏域の定住自立圏あり。 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  長崎市（１区・２区）、佐世保市（３区・４区） 

 

(2) 郡の分割  北松浦郡（３区・４区） 

 

(3) 県議選挙区の分割 

長崎市選挙区（１区・２区）、佐世保市・北松浦郡選挙区（３区・４区） 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

離島を大きくひとまとめにする案（いわゆる海部内閣案）については、御再

考を賜るようお願い申し上げます。 

本職としては、審議会の本県分の御審議にあたり、 

① 海部内閣案では本県離島人口245,866 人のうち、91.5%にあたる225,067

人（略）が一選挙区に集中することとなっているが、これをできるだけ複

数の選挙区に分割して、離島住民の声をより強く国政に反映できる区割り

案が考えられないか 

② 離島住民の生命線である本土との交通の確保という観点に配慮した区割

り案が考えられないか 

といった点について十分御勘案をいただきながら、（以下略） 

＜採否＞ 

採択 

 

(2) 平成 14年区割り改定時  （改定なし） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

本県は全国一の離島県であり、本土においては、半島地域も多数抱えるなど

複雑な県土構造を有しています。特に、長崎３区は離島が大きな構成要素とな

っている極めて特殊な選挙区です。 

このような選挙区の改定に当たっては、海を介した市町の地域・交通・経済

等の連続性も十分重視すべきものと考えます。 

＜採否＞ 

不採択 

＜改定内容＞ 

３区の人口調整（佐世保市の一部：４区→３区） 
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(4) 平成 29年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

本県の３区及び４区が今回の区割りの見直し対象となったのは、平成３２年

見込人口が下限人口を下回る見込であるためと承知しておりますが、その較差

は０．９９５倍及び０．９８７倍といずれも極めてわずかなものであります。

なお、平成２７年の確定値による国勢調査人口はいずれの小選挙区も下限人口

を上回っております。 

次回、平成３２年大規模国勢調査に基づく区割り改定時には、本県の定数が

減ぜられる可能性が高いことを考えると、再び大幅な区割り改定がなされるこ

とによって、さらに住民に大きな混乱が生じると考えられます。 

よって、本職といたしましては、上記の本県の状況を斟酌していただき、緊

急避難的措置として、今回の区割り改定を見送っていただきたいと考えます。 

＜採否＞ 

不採択 

＜改定内容＞ 

３区と４区の人口調整 

（西海市：２区→４区、北松浦郡小値賀町：４区→３区） 
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郡
深

江
町

ふ
か

え
ち

ょ
う

２
区

長
崎

県
平

成
1
8
年

3
月

3
1
日

編
入

合
併

佐
世

保
市

さ
せ

ぼ
し

佐
世

保
市

さ
せ

ぼ
し

、
北

松
浦

郡
宇

久
町

き
た

ま
つ

う
ら

ぐ
ん

う
く

ま
ち

、
同

郡
小

佐
々

町
こ

さ
ざ

ち
ょ

う
３

、
４

区

長
崎

県
平

成
2
2
年

3
月

3
1
日

編
入

合
併

佐
世

保
市

さ
せ

ぼ
し

佐
世

保
市

さ
せ

ぼ
し

、
北

松
浦

郡
き

た
ま

つ
う

ら
ぐ

ん

江
迎

町
え

む
か

え
ち

ょ
う 、

同
郡

鹿
町

町
し

か
ま

ち
ち

ょ
う

３
、

４
区

都
道

府
県

関
係

選
挙

区
期

日
新

市
町

村
名

旧
市

町
村

名
状

況
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長
崎

県
　
一

部
事

務
組

合
（
H
3
0
.7
.1
現

在
）
及

び
広

域
連

合
（
R
3
.4
.1
現

在
）

組
合

の
名

称
構

成
団

体

東
彼

地
区

保
健

福
祉

組
合

東
彼

杵
町

、
川

棚
町

、
波

佐
見

町

県
央

地
域

広
域

市
町

村
圏

組
合

諫
早

市
、
大

村
市

、
雲

仙
市

島
原

地
域

広
域

市
町

村
圏

組
合

島
原

市
、
雲

仙
市

、
南

島
原

市

有
明

海
自

動
車

航
送

船
組

合
長

崎
県

、
熊

本
県

雲
仙

・
南

島
原

保
健

組
合

雲
仙

市
、
南

島
原

市

長
崎
県

市
町

村
総

合
事
務

組
合

県
内

全
市

町
ほ

か

県
央

県
南

広
域

環
境

組
合

島
原

市
、
諫

早
市

、
雲

仙
市

、
南

島
原

市

北
松

北
部

環
境

組
合

平
戸

市
、
松

浦
市

長
与
･時

津
環
境
施
設
組
合

長
与
町
、
時
津
町

長
崎

県
病

院
企

業
団

長
崎

県
、
島

原
市

、
雲

仙
市

、
南

島
原

市
、
五

島
市

、
対

馬
市

、
壱

岐
市

、
新

上
五

島
町

広
域

連
合

名
構

成
団

体

長
崎
県

後
期

高
齢

者
医
療

広
域

連
合

県
内

全
市

町
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４３ 熊 本 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-54,728、-3.1%）1,723,084 1,777,812 

議員定数 4 4 

（アダムズ方式の結果） （±0）  4  

議員一人当たり人口 430,771 444,453 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.568 （対鳥取県 285,029）1.559 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

熊 本 １区 512,164 516,879 1.868 1.823 1.375 1.358 最大 ▲0.9% 

熊 本 ２区 372,527 380,675 1.359 1.343 1.000 1.000 最小 ▲2.1% 

熊 本 ３区 373,237 381,853 1.361 1.347 1.002 1.003  ▲2.3% 

熊 本 ４区 465,156 498,405 1.697 1.758 1.249 1.309  ▲6.7% 

計 1,723,084 1,777,812        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 27年国調による区割り（平成29年法改正）以降の廃置分合等の状況 

  

１ 廃置分合等の状況  なし 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・熊本連携中枢都市圏 

【熊本市、菊池市、宇土市、宇城市、阿蘇市、合志市、美里町、玉東町、菊池郡

（大津町、菊陽町）、高森町、西原村、南阿蘇村、上益城郡（御船町、嘉島町、益城町、

甲佐町、山都町）】 

・八代市・氷川町・芦北町定住自立圏 

【八代市、氷川町、芦北町】 

・人吉球磨定住自立圏 

【人吉市、球磨郡（錦町、多良木町、湯前町、水上村、相良村、五木村、山江村、球磨村、あ

さぎり町）】 

・玉名圏域定住自立圏 

【玉名市、玉東町、南関町、和水町】 

・山鹿市定住自立圏 

【山鹿市、和水町】 
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・有明圏域定住自立圏 

【荒尾市、南関町、長洲町、（福岡県）大牟田市・みやま市・柳川市】 

（以下参考） 

・菊池市、天草市による合併一市圏域の定住自立圏あり。 

 

 

Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割 なし 

 

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割  なし 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

具体の区割りに関する意見なし 

 

(2) 平成 14年区割り改定時 

＜知事意見＞ 

（熊本市）出水７丁目２４番（現在２区）を１区に編入するようにご検討い

ただきたい。 

 ※ １区：出水７丁目２４番以外 

＜採否＞ 

採択 

＜改定内容＞ 

熊本市の微調整（２区→１区） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

具体の区割りに関する意見なし 

＜改定内容＞ 

５区の人口調整（下益城郡美里町：４区→５区） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

具体の区割りに関する意見なし 

＜改定内容＞ 

定数１減（５→４） 
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熊
本

県
　
一

部
事

務
組

合
（
H
3
0
.7
.1
現

在
）
及

び
広

域
連

合
（
R
3
.4
.1
現

在
）

組
合

の
名

称
構

成
団

体

熊
本

県
市

町
村

総
合

事
務

組
合

八
代

市
、
玉

名
市

、
天

草
市

、
山

鹿
市

、
菊

池
市

、
宇

土
市

、
上

天
草

市
、
宇

城
市

、
阿

蘇
市

、
合

志
市

、
県

内
全

町
村

ほ
か

菊
池

養
生

園
保

健
組

合
菊

池
市

、
合

志
市

小
国

町
外

一
ヶ
町

公
立

病
院

組
合

南
小

国
町

、
小

国
町

球
磨

郡
公

立
多

良
木

病
院

企
業

団
あ
さ
ぎ
り
町

、
多

良
木

町
、
湯

前
町

、
水

上
村

菊
池

環
境

保
全

組
合

菊
池

市
、
合

志
市

、
大

津
町

、
菊

陽
町

御
船

地
区

衛
生

施
設

組
合

御
船

町
、
甲

佐
町

、
益

城
町

、
嘉

島
町

大
津

菊
陽

水
道

企
業

団
大

津
町

、
菊

陽
町

大
津

町
西

原
村

原
野

組
合

大
津

町
、
西

原
村

氷
川

町
及

び
八

代
市

中
学

校
組

合
八

代
市

、
氷

川
町

上
天

草
衛

生
施

設
組

合
上

天
草

市
、
天

草
市

御
船

町
甲

佐
町

衛
生

施
設

組
合

御
船

町
、
甲

佐
町

益
城

、
嘉

島
、
西

原
環

境
衛

生
施

設
組

合
益

城
町

、
嘉

島
町

、
西

原
村

山
鹿

植
木

広
域

行
政

事
務

組
合

熊
本

市
、
山

鹿
市

人
吉

下
球

磨
消

防
組

合
人

吉
市

、
錦

町
、
相

良
村

、
五

木
村

、
山

江
村

、
球

磨
村

上
益

城
消

防
組

合
御

船
町

、
嘉

島
町

、
甲

佐
町

、
山

都
町

上
球

磨
消

防
組

合
多

良
木

町
、
湯

前
町

、
水

上
村

、
あ
さ
ぎ
り
町

八
代

広
域

行
政

事
務

組
合

八
代

市
、
氷

川
町

八
代

生
活

環
境

事
務

組
合

八
代

市
、
氷

川
町

阿
蘇

広
域

行
政

事
務

組
合

阿
蘇

市
、
南

小
国

町
、
小

国
町

、
産

山
村

、
高

森
町

、
南

阿
蘇

村
、
西

原
村

人
吉

球
磨

広
域

行
政

組
合

人
吉

市
、
錦

町
、
多

良
木

町
、
湯

前
町

、
水

上
村

、
相

良
村

、
五

木
村

、
山

江
村

、
球

磨
村

、
あ
さ
ぎ
り
町

有
明

広
域

行
政

事
務

組
合

荒
尾

市
、
玉

名
市

、
玉

東
町

、
南

関
町

、
長

洲
町

、
和

水
町

水
俣

芦
北

広
域

行
政

事
務

組
合

水
俣

市
、
津

奈
木

町
、
芦

北
町

上
天

草
・
宇

城
水

道
企

業
団

宇
土

市
、
宇

城
市

、
上

天
草

市
、
天

草
市

地
方

独
立

行
政

法
人

く
ま
も
と
県

北
病

院
機

構
設

立
組

合
玉

名
市

、
玉

東
町

広
域

連
合

名
構

成
団

体

宇
城

広
域

連
合

宇
土

市
、
宇

城
市

、
美

里
町

菊
池

広
域

連
合

菊
池

市
、
合

志
市

、
大

津
町

、
菊

陽
町

上
益

城
広

域
連

合
御

船
町

、
嘉

島
町

、
益

城
町

、
甲

佐
町

、
山

都
町

天
草

広
域

連
合

天
草

市
、
上

天
草

市
、
苓

北
町

熊
本
県

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
県

内
全

市
町

村
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４４ 大 分 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-45,515、-3.9%）1,112,167 1,157,682 

議員定数 3 3 

（アダムズ方式の結果） （±0）  3  

議員一人当たり人口 370,722 385,894 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.350 （対鳥取県 285,029）1.354 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

大 分 １区 461,429 462,532 1.683 1.631 1.533 1.418 最大、大分市分割 ▲0.2% 

大 分 ２区 300,925 326,275 1.098 1.151 1.000 1.000 最小、大分市分割 ▲7.8% 

大 分 ３区 349,813 368,875 1.276 1.301 1.162 1.131   ▲5.2% 

計 1,112,167 1,157,682        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

 １ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・大分都市広域圏 

【大分市、別府市、臼杵市、津久見市、竹田市、豊後大野市、由布市、日出町】 

・九州周防灘地域定住自立圏 

【中津市、豊後高田市、宇佐市、(福岡県)豊前市・築上郡（吉富町、上毛町、築上町）】 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  大分市（１区・２区） 

   

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割  大分市選挙区（１区・２区） 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

大分県では、バランスの取れた地域開発を行うため、例えば、中津、日田地

域については、現在、両地域を結ぶ高規格道路の建設構想等を推進し、これを

軸に新たな広域経済圏の構築を計画中であり、（中略）これらを考慮に入れた

区割を配慮願いたい。 

＜採否＞ 

不採択 

 

(2) 平成 14年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

大分市の分割については解消するとともに、市町村及び郡の分割は行わない

こととし、また、歴史的沿革や県民意識等についても考慮したものとなるよう

特に配慮願いたい。 

＜採否＞ 

採択 

＜改定内容＞ 

定数１減（４→３） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時  （改定対象外） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 
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平
成
１
２
年
国
調
に
よ
る
区
割
り
（
平
成
１
４
年
法
改
正
）
以
降
の
廃
置
分
合
等
の
状
況

（
別
紙
）

大
分
県

平
成

1
7
年

1
月

1
日

編
入

合
併

大
分

市
お

お
い

た
し

大
分

市
お

お
い

た
し

、
大

分
郡
野

津
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町
お

お
い

た
ぐ

ん
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は

る
ま

ち

、
北

海
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郡
佐
賀
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町

き
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あ
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ぐ
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ま
ち

１
、
２
区

大
分
県

平
成

1
7
年

1
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1
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新
設

合
併

臼
杵

市
う
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し
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う
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き
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、
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3
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編
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光
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、
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区
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平
成

1
7
年

3
月

2
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日

編
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併

日
田

市
ひ

た
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日
田
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ひ
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、
日
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郡
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ら

、
同
郡
中
津
江
村

な
か

つ
え

む
ら

、
同
郡
上
津
江
村

か
み

つ
え

む
ら

、
同
郡
大
山
町

お
お

や
ま

ま
ち 、

同
郡

天
瀬

町
あ
ま
が
せ
ま
ち

２
区

大
分
県

平
成

1
7
年

3
月

3
1
日

新
設

合
併

豊
後

高
田

市
ぶ

ん
ご

た
か

だ
し

豊
後

高
田

市
ぶ

ん
ご

た
か

だ
し

、
西

国
東

郡
真

玉
町

に
し
く
に
さ
き
ぐ
ん
ま
た
ま
ま
ち

、
同
郡
香
々
地
町

か
か

ぢ
ち

ょ
う

３
区

大
分
県

平
成

1
7
年

3
月

3
1
日

新
設

合
併

宇
佐

市
う

さ
し

宇
佐

市
う

さ
し

、
宇

佐
郡

う
さ

ぐ
ん

院
内

町
い
ん
な
い
ま
ち 、
同

郡
安
心
院
町

あ
じ

む
ま

ち
３
区

大
分
県

平
成

1
7
年

3
月

3
1
日

新
設

合
併

豊
後

大
野

市
ぶ

ん
ご

お
お

の
し

大
野

郡
三

重
町

お
お

の
ぐ

ん
み

え
ま

ち

、
同
郡
清
川
村

き
よ
か
わ
む
ら

、
同
郡
緒
方
町

お
が

た
ま

ち

、
同
郡
朝
地
町

あ
さ

じ
ま

ち

、
同
郡
大
野
町

お
お

の
ま

ち

、

同
郡

千
歳

村
ち

と
せ

む
ら

、
同
郡

犬
飼

町
い
ぬ
か
い
ま
ち

２
区

大
分
県

平
成

1
7
年

4
月

1
日

新
設

合
併

竹
田

市
た

け
た

し

竹
田

市
た

け
た

し

、
直

入
郡

荻
町

な
お
い
り
ぐ
ん
お
ぎ
ま
ち 、
同

郡
久

住
町

く
じ
ゅ
う

ま
ち 、
同
郡

直
入
町

な
お

い
り

ま
ち

２
区

大
分
県

平
成

1
7
年

1
0
月

1
日

新
設

合
併

由
布

市
ゆ

ふ
し

大
分

郡
挾
間

町
お

お
い

た
ぐ
ん

は
さ
ま
ま
ち

、
同

郡
庄

内
町

し
ょ
う
な
い
ち
ょ
う 、
同
郡

湯
布
院
町

ゆ
ふ

い
ん

ち
ょ
う

２
区

大
分
県

平
成

1
7
年

1
0
月

1
日

新
設

合
併

杵
築

市
き

つ
き

し

杵
築

市
き

つ
き

し

、
速

見
郡

は
や

み
ぐ
ん

山
香

町
や

ま
が

ま
ち

、
西

国
東
郡
大
田
村

に
し
く
に

さ
き
ぐ
ん

お
お

た
む

ら
３
区

大
分
県

平
成

1
8
年

3
月

3
1
日

新
設

合
併

国
東

く
に

さ
き

市し

東
国

東
郡

国
見

町
ひ
が

し
く
に
さ
き
ぐ
ん
く
に
み
ち
ょ
う

、
同

郡
国

東
町

く
に

さ
き
ま
ち

、
同
郡

武
蔵

町
む

さ
し

ま
ち

、
同
郡
安
岐
町

あ
き

ま
ち

３
区

関
係
選
挙
区

都
道
府
県

期
日

状
況

新
市

町
村

名
旧
市
町
村
名
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大
分

県
　
一

部
事

務
組

合
（
H
3
0
.7
.1
現

在
）
及

び
広

域
連

合
（
R
3
.4
.1
現

在
）

組
合

の
名

称
構

成
団

体

大
分

県
退

職
手

当
組

合
豊

後
大

野
市

、
由

布
市

、
国

東
市

、
姫

島
村

、
日

出
町

、
九

重
町

、
玖

珠
町

ほ
か

大
分

県
消

防
補

償
等

組
合

佐
伯

市
、
竹

田
市

、
宇

佐
市

、
豊

後
大

野
市

、
由

布
市

、
国

東
市

、
姫

島
村

、
日

出
町

、
九

重
町

、
玖

珠
町

大
分
県
交
通
災
害
共
済
組
合

大
分
市
、
津
久
見
市
を
除
く
県
内
全
市
町
村

由
布

大
分

環
境

衛
生

組
合

大
分

市
、
由

布
市

杵
築

速
見

環
境

浄
化

組
合

杵
築

市
、
日

出
町

別
杵

速
見

地
域

広
域

市
町

村
圏

事
務

組
合

別
府

市
、
杵

築
市

、
日

出
町

杵
築

速
見

消
防

組
合

杵
築

市
、
日

出
町

大
分
県

市
町

村
会

館
管
理

組
合

県
内

全
市

町
村

日
田

玖
珠

広
域

消
防

組
合

日
田

市
、
九

重
町

、
玖

珠
町

玖
珠

九
重

行
政

事
務

組
合

九
重

町
、
玖

珠
町

宇
佐

・
高

田
・
国

東
広

域
事

務
組

合
豊

後
高

田
市

、
宇

佐
市

、
国

東
市

広
域

連
合

名
構

成
団

体

臼
津

広
域

連
合

臼
杵

市
、
津

久
見

市

大
分
県

後
期

高
齢

者
医
療

広
域

連
合

県
内

全
市

町
村
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４５ 宮 崎 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-37,262、-3.4%）1,063,114 1,100,376 

議員定数 3 3 

（アダムズ方式の結果） （±0）  3  

議員一人当たり人口 354,371 366,792 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.290 （対鳥取県 285,029）1.287 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

宮 崎 １区 424,435 426,759 1.548 1.505 1.336 1.268 最大 ▲0.5% 

宮 崎 ２区 317,685 336,931 1.159 1.188 1.000 1.001 最小 ▲5.7% 

宮 崎 ３区 320,994 336,686 1.171 1.188 1.010 1.000  ▲4.7% 

計 1,063,114 1,100,376        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

 １ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

 

 ２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・みやざき共創都市圏 

【宮崎市、東諸県郡（国富町、綾町）】 

・都城広域定住自立圏 

【都城市、三股町、（鹿児島県）曽於市・志布志市】 

・宮崎県北定住自立圏 

【延岡市、日向市、東臼杵郡（門川町、諸塚村、椎葉村、美郷町）、西臼杵郡（高千穂町、

日之影町、五ヶ瀬町）】 

・にしもろ定住自立圏 

【小林市、えびの市、高原町】 

・日向圏域定住自立圏 

【日向市、東臼杵郡（門川町、諸塚村、椎葉村、美郷町）】 

（以下参考） 

・日南市による合併一市圏域の定住自立圏あり。 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  なし 

 

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割  なし 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

東諸県郡が衆議院議員の選挙制度創設以来一貫して現２区（新３区）に編入

されてきたという歴史的経緯はありますが、経済圏、生活圏が宮崎市・宮崎郡

と極めて密接な関係にあること並びに広域市町村圏も宮崎市・宮崎郡と同一で

あることなどから区割りに当たっては、東諸県郡を新１区に編入していただき

たいと考えております。 

＜採否＞ 

採択 

 

(2) 平成 14年区割り改定時  （改定なし） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時  （改定対象外） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 
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平
成
１
２
年
国
調
に
よ
る
区
割
り
（
平
成
１
４
年
法
改
正
）
以
降
の
廃
置
分
合
等
の
状
況

（
別
紙
）

宮
崎
県

平
成

1
8
年

1
月

1
日

編
入

合
併

宮
崎

市
み

や
ざ

き
し

宮
崎

市
み

や
ざ

き
し

、
宮

崎
郡

佐
土

原
町

み
や

ざ
き
ぐ
ん

さ
ど
わ

ら
ち
ょ
う

、
同

郡
田

野
町

た
の

ち
ょ
う

、
東
諸
県

郡
高

岡
町

ひ
が

し
も
ろ
か

た
ぐ
ん
た
か

お
か

ち
ょ
う

１
区

宮
崎
県

平
成

1
8
年

1
月

1
日

新
設

合
併

都
城

み
や
こ
の
じ
ょ
う
し

市
都

城
市

み
や
こ
の
じ
ょ
う
し 、
　
北

諸
県

郡
山

之
口

町
き
た
も
ろ
か

た
ぐ
ん

や
ま
の

く
ち
ち
ょ
う

、
同
郡

高
城
町

た
か

じ
ょ
う
ち
ょ
う 、
同
郡
山
田
町

や
ま
だ
ち
ょ
う

、
同
郡
高

崎
町

た
か

ざ
き
ち
ょ
う

３
区

宮
崎
県

平
成

1
8
年

1
月

1
日

新
設

合
併

美
郷

み
さ

と

町ち
ょ
う

東
臼

杵
郡

南
郷

村
ひ
が

し
う
す
き
ぐ
ん

な
ん

ご
う
そ
ん

、
同

郡
西

郷
村

さ
い
ご
う
そ
ん

、
同
郡
北

郷
村

き
た
ご
う
そ
ん

２
区

宮
崎
県

平
成

1
8
年

2
月

2
0
日

編
入

合
併

延
岡

市
の

べ
お

か
し

延
岡

市
の

べ
お

か
し

、
東

臼
杵
郡

北
方

町
ひ
が
し
う
す
き
ぐ
ん
き
た
か
た
ち
ょ
う 、
同

郡
北
浦
町

き
た
う
ら
ち
ょ
う

２
区

宮
崎
県

平
成

1
8
年

2
月

2
5
日

編
入

合
併

日
向

市
ひ

ゅ
う
が

し

日
向

市
ひ

ゅ
う
が

し

、
東

臼
杵
郡

東
郷

町
ひ
が

し
う
す
き
ぐ
ん
と
う
ご
う
ち
ょ
う

２
区

宮
崎
県

平
成

1
8
年

3
月

2
0
日

新
設

合
併

小
林

市
こ

ば
や

し
し

小
林

市
こ

ば
や

し
し

、
西

諸
県
郡

に
し
も
ろ
か

た
ぐ
ん

須
木

村
す

き
そ

ん
３
区

宮
崎
県

平
成

1
9
年

3
月

3
1
日

編
入

合
併

延
岡

市
の

べ
お

か
し

延
岡

市
の

べ
お

か
し

、
東

臼
杵
郡

ひ
が

し
う
す
き
ぐ
ん

北
川

町
き
た
が
わ
ち
ょ
う

２
区

宮
崎
県

平
成

2
1
年

3
月

3
0
日

新
設

合
併

日
南

市
に

ち
な

ん
し

日
南

市
に

ち
な

ん
し

、
南

那
珂

郡
み

な
み

な
か

ぐ
ん

北
郷

町
き
た
ご
う
ち
ょ
う

、
同

郡
南

郷
町

な
ん
ご
う
ち
ょ
う

３
区

宮
崎
県

平
成

2
2
年

3
月

2
3
日

編
入

合
併

小
林

市
こ

ば
や

し
し

小
林

市
こ

ば
や

し
し

、
西

諸
県
郡

に
し
も
ろ
か

た
ぐ
ん

野
尻

町
の

じ
り
ち
ょ
う

３
区

宮
崎
県

平
成

2
2
年

3
月

2
3
日

編
入

合
併

宮
崎

市
み

や
ざ

き
し

宮
崎

市
み

や
ざ

き
し

、
宮

崎
郡

み
や

ざ
き
ぐ
ん

清
武

町
き
よ
た
け
ち
ょ
う

１
区

関
係
選
挙
区

都
道
府
県

期
日

状
況

新
市

町
村

名
旧
市
町
村
名
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宮
崎

県
　
一

部
事

務
組

合
（
H
3
0
.7
.1
現

在
）
及

び
広

域
連

合
（
R
3
.4
.1
現

在
）

組
合

の
名

称
構

成
団

体

高
鍋

・
木

城
衛

生
組

合
高

鍋
町

、
木

城
町

川
南

・
都

濃
衛

生
組

合
川

南
町

、
都

農
町

宮
崎

県
中

部
地

区
衛

生
組

合
宮

崎
市

、
国

富
町

宮
崎

県
北

部
広

域
行

政
事

務
組

合
延

岡
市

、
日

向
市

、
門

川
町

、
諸

塚
村

、
椎

葉
村

、
美

郷
町

、
高

千
穂

町
、
日

之
影

町
、
五

ヶ
瀬

町

西
臼

杵
広

域
行

政
事

務
組

合
高

千
穂

町
、
日

之
影

町
、
五

ヶ
瀬

町

宮
崎

県
東

児
湯

消
防

組
合

高
鍋

町
、
新

富
町

、
木

城
町

、
川

南
町

、
都

農
町

西
諸

広
域

行
政

事
務

組
合

小
林

市
、
え
び
の

市
、
高

原
町

入
郷

地
区

衛
生

組
合

諸
塚

村
、
椎

葉
村

、
美

郷
町

日
南

串
間

広
域

不
燃

物
処

理
組

合
日

南
市

、
串

間
市

西
都

児
湯

環
境

整
備

事
務

組
合

西
都

市
、
高

鍋
町

、
新

富
町

、
西

米
良

村
、
木

城
町

、
川

南
町

、
都

農
町

霧
島

美
化

セ
ン
タ
ー
事

務
組

合
小

林
市

、
高

原
町

一
ツ
瀬

川
営

農
飲

雑
用

水
広

域
水

道
事

業
団

西
都

市
、
高

鍋
町

、
新

富
町

、
木

城
町

宮
崎
県

市
町

村
総

合
事
務

組
合

県
内

全
市

町
村

ほ
か

広
域

連
合

名
構

成
団

体

日
向

東
臼

杵
広

域
連

合
日

向
市

、
門

川
町

、
美

郷
町

、
諸

塚
村

、
椎

葉
村

宮
崎
県

後
期

高
齢

者
医
療

広
域

連
合

県
内

全
市

町
村
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４６ 鹿児島県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （-64,364、-3.9%）1,577,966 1,642,330 

議員定数 4 4 

（アダムズ方式の結果） （±0）  4  

議員一人当たり人口 394,492 410,583 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.436 （対鳥取県 285,029）1.440 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

鹿児島 １区 422,791 429,238 1.542 1.514 1.126 1.091 最大、鹿児島市分割 ▲1.5% 

鹿児島 ２区 396,345 414,766 1.446 1.463 1.056 1.055 鹿児島市分割 ▲4.4% 

鹿児島 ３区 375,420 393,311 1.369 1.387 1.000 1.000 最小 ▲4.5% 

鹿児島 ４区 383,410 405,015 1.398 1.429 1.021 1.030  ▲5.3% 

計 1,577,966 1,642,330        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 27年国調による区割り（平成29年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

 １ 廃置分合等の状況  なし 

 

２ 広域連携の状況 ※ 下線のある市が、中心市。 

・かごしま連携中枢都市圏 

【鹿児島市、日置市、いちき串木野市、姶良市】 

・大隅定住自立圏 

【鹿屋市、垂水市、志布志市、大崎町、肝属郡（東串良町、錦江町、南大隅町、肝付町）】 

・都城広域定住自立圏 

【曽於市、志布志市、（宮崎県）都城市・三股町】 

（以下参考） 

・指宿市、薩摩川内市、南さつま市による合併一市圏域の定住自立圏あり。 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  鹿児島市（１区・２区） 

 

(2) 郡の分割  なし 

 

(3) 県議選挙区の分割   

鹿児島市・鹿児島郡選挙区(１区・２区)、霧島市・姶良郡選挙区(３区・４区) 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

具体の区割りに関する意見なし 

 

(2) 平成 14年区割り改定時  （改定なし） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時  （改定対象外） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

具体の区割りに関する意見なし 

＜改定内容＞ 

定数１減（５→４） 
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４７ 沖 縄 県 

 

Ⅰ 県の人口等 

 R2 日本国民の人口 H27 日本国民の人口 

人  口 （25,215、1.8%） 1,447,761 1,422,546 

議員定数 4 4 

（アダムズ方式の結果） （±0）  4  

議員一人当たり人口 361,940 355,637 

都道府県間較差（倍） （対鳥取県 274,640） 1.318 （対鳥取県 285,029）1.248 

 

 

Ⅱ 選挙区の人口等 

選 挙 区 
日本国民の人口 全国較差 県内較差 

適合状況等 
 

R2 H27 R2 H27 R2 H27  

沖 縄 １区 323,608 328,866 1.180 1.160 1.000 1.000 最小 ▲1.6% 

沖 縄 ２区 368,072 358,499 1.343 1.265 1.137 1.090   ＋2.7% 

沖 縄 ３区 391,289 384,000 1.427 1.354 1.209 1.168 最大 ＋1.9% 

沖 縄 ４区 364,792 351,181 1.331 1.239 1.127 1.068   ＋3.9% 

計 1,447,761 1,422,546        

(注) 「全国較差」：鳥取２区（R2：274,160人、H27：283,502人）に対する較差 
「県内較差」：当該県内人口最少選挙区に対する較差 

 

 

Ⅲ 平成 12年国調による区割り（平成14年法改正）以降の廃置分合等の状況 

 

 １ 廃置分合等の状況  別紙のとおり 

 

 ２ 広域連携の状況     

（参考） 

・宮古島市による合併一市圏域の定住自立圏あり。 
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Ⅳ 区割りに係る諸状況 

 

１ 市区町村の分割等の状況 

(1) 市区町村の分割  なし 

   

(2) 郡の分割  島尻郡（１区・３区・４区） 

 

(3) 県議選挙区の分割  なし 

 

２ 具体の区割りに関する過去の知事意見 

(1) 平成６年区割り時 

＜知事意見＞ 

具体の区割りに関する意見なし 

 

(2) 平成 14年区割り改定時   

＜知事意見＞ 

貴審議会において、目下、検討が進められていることと存じますが、当県に

おいて、別紙のとおり改定案（※）を作成しましたので提出いたします。 

つきましては、区割りの見直しに当たりましては、当県の改定案が十分に反

映されますよう要望いたします。 

（※）現行区割りと同様の案 

＜採否＞ 

採択 

＜改定内容＞ 

定数１増（３→４） 

 

(3) 平成 25年区割り改定時  （改定対象外） 

 

(4) 平成 29年区割り改定時  （改定対象外） 
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、
北

谷
村

中
部

北
環

境
施

設
組

合
う
る
ま
市

、
恩

納
村

沖
縄

県
離

島
医

療
組

合
沖

縄
県

、
久

米
島

町

那
覇

市
・
南

風
原

町
環

境
施

設
組

合
那

覇
市

、
南

風
原

町

那
覇

港
管

理
組

合
沖

縄
県

、
那

覇
市

、
浦

添
市

広
域

連
合

名
構

成
団

体

沖
縄
県

介
護

保
険

広
域
連

合
豊

見
城

市
、
南

城
市

、
本

部
町

、
金

武
町

、
嘉

手
納

町
、
北

谷
町

、
与

那
原

町
、
南

風
原

町
、
久

米
島

町
、
八

重
瀬

町
、
西

原
町

、
国

頭
村

、
大

宜
味

村
、
東

村
、
今

帰
仁

村
、
恩

納
村

、
宜

野
座

村
、
伊

江
村

、
読

谷
村

、
北

中
城

村
、
中

城
村

、
渡

嘉
敷

村
、
座

間
味

村
、
粟

国
村

、
渡

名
喜

村
、

南
大

東
村

、
北

大
東

村
、
伊

平
屋

村
、
伊

是
名

村

沖
縄
県

後
期

高
齢

者
医
療

広
域

連
合

県
内

全
市

町
村
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